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2023年度（一社）日本建築構造技術者協会関西支部総会　5月12日開催

関西支部　支部長
　　　　　　

「支部長就任にあたって」
　　㈱竹中工務店

　　　　　　島野　幸弘

　2023年度総会を経て、JSCA関西支部
の支部長に就任しました。これまで
JSCA関西支部創立30周年記念事業や
阪神・淡路大震災20年企画、2017年度
から事業委員長として、研修会、現場見
学会、新年研究会など、支部事業を中心
に取り組んできました。また、2021年
度から本部理事として、見学会in石川な
ど、若手技術者に軸足をおいた企画に取
り組んできました。今後はこれまでの経
験を活かし、『世代を超えて、そして、
会社の枠を超えて、JSCAで仲間と楽し
む』を方針に掲げ、活動に取り組みたい
と考えています。
　具体的には、①JSCAの将来を担う若
い構造技術者との交流の活性化、②脱炭
素社会実現へ向けての活動の推進、③コ
ロナ禍により変化した社会環境に適応し
た活動の定着・推進などの取り組みを考
えています。若手技術者の参画を促しな
がら、個人もJSCAも社会も、皆が
Win-Winとなるような活動を本部や他
支部と連携しながら実施することで、関
西支部の持続的発展に貢献したいと考え
ています。皆さま、ご支援・ご協力、よ
ろしくお願いいたします。

関西支部　副支部長

　　　「再任のご挨拶」
㈱日建設計
嘉村　武浩

　昨期から引き続き副支部長を務めさせ
ていただくことになりました。どうぞよ
ろしくお願いいたします。
　昨期はコロナ禍での活動が余儀なくさ
れ、対面による交流に制限が生じるなか
会員間の交流をいかに図っていくかが大
きなテーマとなりました。本年5/8より
新型コロナの感染症法上の扱いが５類に
移行され、今期はアフターコロナへの適
応を見据えた対応が求められてくると思
います。ウイズコロナで学んだオンライ
ン利用のメリットは活かしつつ、対面の
良さを再認識したうえでの活動のあり方
の検討が必要だと考えております。
　島野支部長のもと新体制が始動いたし
ました。宮崎副支部長ほか、各委員会の
委員長が中心になり関西支部の運営にあ
たります。我々構造技術者が二酸化炭素
排出量削減にどう貢献していくべきなの
か等、支部活動としての課題は山積して
おりますが、会員の皆様のご指導ご鞭撻
を賜りながらJSCA関西がより活性化す
るよう努力してまいります。引き続き
JSCA関西の活動への積極的なご参加、
ご支援をどうぞよろしくお願い申し上げ
ます。

関西支部　副支部長
　　　　　「若い構造技術者

との交流」
　　㈱山田建築構造事務所

宮崎　英也

　今年度も引き続き副支部長を務めさせ
ていただくことになりました。島野新支部
長、嘉村副支部長並びに各委員の方 と々
協力しながら活動方針の実現に向け尽力
して参ります。
　５月に行われましたJSCA関西構造デザ
イン発表会では17作品の発表と、会場と
オンラインで計311名の参加があり、過去
最高の盛り上がりとなりました。若手技術
者や学生が熱心に聞き入っていたという嬉
しい報告も多方面から頂いております。
　コロナ禍によりオンラインでの行事の実
施が当たり前になりましたが、お時間の許
す際は対面にてJSCA関西の行事に参加
いただき、技術者同士の交流とスキルアッ
プを図って頂きたいと思います。
　昨年は日帰りでしたが、秋には１泊２日
の研修会が４年ぶりに開催される予定で
す。会員同士がコミュニケーションを深め
る絶好の機会ですので、皆様のご参加を
お待ちしております。
　JSCA関西支部がさらに会員の皆様の
お役に立ち、活気溢れる魅力的な支部に
なりますよう尽力して参りますので、引き続
きご支援、ご協力をよろしくお願い申し上
げます。

ＪＳＣＡ関西ホームページに会員皆様の意見、質問に答えるコーナーを開設しております。ご活用下さい。

構造デザイン発表会大住前支部長挨拶 島野新支部長挨拶
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■JSCA関西構造デザイン発表会2023
優秀賞紹介

   　　　建築と家具の間を探る
構造デザイン

「一宮の路上建築
群／杜の舞台」
IN-STRUCT

　　　　　　　　　　　　東郷　拓真

1.はじめに
　このプロジェクトは一宮市が実施して
いる社会実験で、「ウォーカブルな街を
作る」という目的のもと、駅前に市民の
ための仮設構造物をつくる取り組みで
す。建築家はこれまで一緒に住宅建築な
どに取り組んできたambientdesignsさ
んです。
2. 構造スタディ
　「ウォーカブルな街」を実現するため
に、建築と家具の間くらいのものづくり
を目指して木造の屋根のスタディを進め
ました。木造は接合部が弱く固定度がな
かなか出せないため、油断するとすぐ不
安定構造物になってしまいます。しかし
斜材は屋根の下のアクティビティの邪魔
になりますし、今回は基礎の打設も出来
ません。ここで、伝統的な木造建築に見
られる垂れ壁付き柱を思い出しました。
柱が折損しない限りは僅かですがせん断
耐力を発揮できるので、これを180度回
転させれば良いと考えました。ベンチで
固定度を出して、屋根・柱を1セットず
つ自立させるパラソルの集合体（図1）
を作るという提案をしました。

　この方針に決まり、あとは建築家と一
緒に計画的にも構造的にも成立する屋根
とベンチの配置を繰り返しスタディしま
した。当時はコロナ禍の真っただ中だっ
たので、zoomとライノセラスによる3D
モデリングでコミュニケーションをとり
ました（図2）。

3. 具体的な検討と現場
　建築と家具の間のスケール感を目指す
ということで、柱は木造建築よりも細い
60mm角としています。鉛直荷重による
座屈や風圧などに対して検討しました。
　柱頭と屋根の接合部では、僅かながら
X, Yの２方向について曲げを伝達させ
る必要があります。ここでも家具のよう
なディテールとして、鉄板でキャップを
作り、柱にかぶせて支圧で曲げを伝達す
る接合を提案しました（図3）。

 

4. さいごに
　完成して訪れてみると、柱を細くし
たことで周囲の街灯や樹木に溶け込ん
でおり、また市民にも愛されている様
子から、当初目指していた都市と人間
をつなぐ構造物が実現できたと感じま
した。これからも、力学の基本をもと
に、建築家と一緒に形態をスタディし
ていくことの楽しさを大切にしたいで
す。

図1：パラソルの集合体

図2：3Dモデルによるスタディ

図3：柱頭接合部（キャップ）

図4：竣工写真

■JSCA関西構造デザイン発表会2023
優秀賞紹介

　　　　　　　人が”集まる”
中央吹抜け空間を

実現する構造デザイン
-Panasonic XC KADOMA-

㈱竹中工務店
　　　　　　　　　　　　　山本　慎也

1.はじめに
　本建物はS造７階建てで、下階に商業施
設を有する駅前のオフィスビルである。
企業の玄関口として、「集まるをデザインす
る」というコンセプトを掲げて計画している。
このコンセプトに対し、誰でも利用でき、象
徴的な大階段を有する１階・２階の屋内吹
抜け空間と、このオフィスビルで働く人が休
息できる場としての３階以上の屋外吹抜け
テラスを有している。この２つによって、地域
の方 と々社員が集い、更なる交流が生まれ
るような空間を実現している。（写真1、写真2）

2.吹抜け空間を実現する構造計画
　本建物は9m×9mグリッドで柱梁を構成
している。１・２階の屋内吹抜けは大階段前
の柱を２本抜いた27m×18mの2層吹抜け
とすることで大階段の視認性や通りやすさ
を高め、３階以上の屋外吹抜けは斜めの形
状を偶数階と奇数階で180度ずつ回転させ
ることで上下階の視線が通り、人の行き来
を促す計画としている。
 ３階以上の複雑な形状の吹抜けを構成す
る梁は、2×1スパン（約20m）の斜め方向の
柱間に掛け、吹抜け形状に合わせた形で偶
数階と奇数階で180°回転させて配置してい
る（図1）。３階での斜め方向の梁は屋外の
床を支えており、水勾配の水下に合わせて
周辺より梁レベルを下げておく必要がある。
一方で２階の天井レベルは下げられないと
いう意匠上の要望から、梁成を900mm以
下とする必要があった。そこで７階とR階の
斜め方向梁は層間のトラスとし、３階で格子
状に掛けている斜め方向の梁の交点に
318.5φの吊り柱を設け、屋外吹抜けの床
を吊り上げている。それにより、１階・２階の
吹抜けを無柱空間としつつ、20mの斜め梁
の梁成を抑える構造計画としている（図2）。
また、格子状の梁の交点としたことで、上下
階で形状が180°回転する吹抜けに対して
同じ位置にある吊り柱を合理的に効かせる
ことができる。
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3.おわりに
　無柱空間の屋内吹抜けおよび複雑な斜
め形状の屋外吹抜けを合理的な構造計画
で実現し、人が”集まる”魅力的な空間を計
画することができた。

■JSCA関西構造デザイン発表会2023
優秀賞紹介

PCaボックスカルバート
による居住空間の創出
「土管のゲストハウス」
㈱北條建築構造研究所

　　　　　　　　　　　　　多田　卓二

1.はじめに
　本建物は、２階建てのプレキャスト・プレス
トレストコンクリート造で、４本の筒状ボック
スカルバートで構成され、ボックスカルバー
ト内部および中央の吹抜け部分に居住空間
を創出したものである(写真1)。建築主・意
匠設計は、家具やアート作品などのデザイン
を手掛ける会社であり、年々増え続けていく
作品やサンプルを保管・展示し、宿泊機能
を備えることでゲストハウスとしても利用で
きる建物として計画された。

2. 意匠コンセプト
　当初の意匠コンセプトは、単純にボックス
カルバートのピースを並べて、内部を倉庫と
して利用するというものであったが、湿気対
策として気密性を確保するために、しっかり
とした建築物とすることが求められた。
 こうした経緯により、4本のボックスカル
バートを井桁状に組むデザインに至り、その
中央部に鉄骨屋根をかける計画となった
(図1)。

3. 構造計画
　意匠コンセプトを受けて、まずプレストレ
スにより各ピースの一体化を図る計画とし
た。各ピースについては、土木で使用される
既製品を採用することを検討したが、一般
確認申請(ルート3)を適用するために、柱お
よび梁配筋を内蔵したPCa部材を新規に製
作した。現場においてPCより線またはPC鋼
棒で各ピースを圧着させることで、PCa部材
間を連続する鉄筋は設けない計画とした。

4. 構造設計
　構造計算は、各ピースに内蔵した柱お
よび梁を線材置換したモデルにより行っ
た (図2)。

5.上下階接続部
　１階と２階は井桁交差部の４箇所でし
か接していないため、地震時において２
階が負担する水平力を安全に１階に伝
達する機構が課題であった。
 そこで、井桁交差部における上下階の
PCa部材同士は、柱内のPC鋼棒に加え
て、床に配置した鉄筋により接合し、PC
鋼棒のプレストレス圧着による摩擦抵抗
力と鉄筋によるせん断抵抗力により、水
平力伝達が可能であることを確認した
(図3)。

6.おわりに
　本建物は、2022年7月に無事竣工を
迎えた。形状としては4本のボックスカル
バートで構成するシンプルな発想であり
ながら、個性的な建物が完成した。

図3　上下階接続部

写真1　1階・2階の屋内吹抜け

写真2　3階以上の屋外吹抜けテラス

写真1　竣工写真

図2　解析モデル

図1　意匠コンセプト図2　トラスと吊り柱による構造架構

図1　吹抜け形状と柱梁配置
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JSCA関西支部
創立40周年記念事業報告

事業の概要
　令和５年２月17日、大阪市北区の中之
島会館でJSCA関西支部の創立40周年記
念事業が行われた。
　AIやDX、バーチャル空間など、新しい
価値観が生まれる中、これから大きく変容
していく社会の中でJSCA会員が活躍して
いくことを願って、記念事業のテーマとして
『新時代だ！明るい未来社会を楽しみな
がら切り拓こう！！』が掲げられた。
　会は以下のような構成であった。
・開会の挨拶／大住支部長
・講演会①／大嵩　豪朗氏
・講演会②／番匠　カンナ氏
・講演会③／小西　貴裕氏
・閉会の挨拶／宮崎副支部長

　開会の挨拶では、大住支部長が「構造
家懇談会関西支部設立から40年間、意
欲的な活動を通じて、会員間の交流を深
めてきた。今後も構造設計者の新時代を
切り拓くとの自負を持ち、ともに新技術を
学び、切磋琢磨していきたい」と述べられ
た。
　第二部の懇親会は、中之島フェスティバ
ルタワー内の飲食店にて行われた。
　コロナ禍ではあったが、会場参加者が
約100名、ウェビナー参加が約130名、懇
親会参加者は約80名と盛況であった。
　以下、講演会の概要と、懇親会の様子、
WGメンバー活動の概要やコメントをまと
める。

講演会①／大嵩　豪朗氏
「大阪・関西万博の最新動向について」
　公益社団法人2025年日本国際博覧会
協会ICT局の担当課長の大嵩氏より、大
阪・関西万博の背景や、会場の構成など
動画を交えて紹介があった。また、会場を

オンライン上に再現したバーチャル万博も
計画されており、世界中の方がスマート
フォン等でメタバース空間会場に参加で
き、リアル・バーチャル連携によって万博
の魅力を高める相乗効果を図る取り組み
の概要についても述べられた。

講演会②／番匠　カンナ氏
「メタバースは建築に何をもたらすのか」
～空間を持ったインターネットの未来～
　Idiomorph主宰の番匠カンナ氏（本
名：服部一晃氏）がメタバース空間のアバ
ターとして登壇され、実建物を再現した空
間や、アンビルド建築、立体核図表を３次
元空間化した重力の概念を取り払った仮
想空間でしか実現できないメタバース空間
等を移動しながら、メタバース空間の概念
やこれからの建築の可能性について述べ
られた。参加者は、講演を通じてメタバー
ス空間を疑似体感でき、メタバース空間を
通じて、建築の価値や未来について、改め
て考える機会となった。

講演会③／小西　貴裕氏
「人と技術をつなげる新時代データプ
ラットフォーム」
　応用技術（株）の小西氏より、BIMを基
軸とした次世代建築生産システムや
Web3.0時代のデータプラットフォームの
概要について紹介があった。また、
ChatGPTでの身近な検索事例を通じて、
AIも間違うことや進化の速さについても
紹介があった。建設業の労働生産性向上
は喫緊の課題であり、建設DXの推進や製
造業から学ぶジェネレーティブデザインに
よるプロセス変革、サイバー空間とフィジ
カル空間を高度に融合させたシステムによ
り経済発展と社会的課題の解決を両立
し、人間中心の社会の実現を目指すこと
について述べられた。

熊野 豪人
（竹中工務店）

写真１　会場の様子 写真６　宮崎副支部長の閉会の挨拶

写真５　小西氏の講演の様子

写真４　番匠氏の講演の様子

写真３　大嵩氏の講演の様子

写真２　大住支部長の開会の挨拶
軸丸 久司
（日建設計）
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懇親会の様子
　第一部終了後、会場をフェスティバルタ
ワーに移して懇親会が行われた。嘉村副支
部長の乾杯の挨拶の後に、フセンを用いた
ゲームが行われた。フセンを用いて塔上の
模型を作成し、アスペクト比を競うもので
あったが、テーブルごとのチーム対抗戦で
あった。各チームとも、技術者のプライドを
かけ、さまざまな工夫を凝らした模型ができ
あがった。
　大住委員長の閉会の挨拶後、集合写真
を撮影して閉会となった。

40周年記念事業企画WGの活動
　2022年の４月に第一回のWGが開催さ
れ、35周年記念事業WGから、これまでの
記念事業企画の概要を引き継ぎ、その後、
WGメンバーで各担当を決めた。コロナ禍で
あったが、それを払拭するような、新しい時
代に向けた企画をWGで練っていった。途
中、企画の構成を大変更する事態が起こっ
たが、それによって、WGメンバーの団結力
が高まった。WGメンバーのコメントを以下
にまとめる。

〇熊野豪人（竹中工務店）
明るい未来志向の企画を形にするまで、大
いに悩みましたが、一致団結して突破するこ
とで、新しい同窓の仲間が出来ました。今後
もこの絆を大切にJSCA関西の「新時代」を
盛り上げたいと思います。

〇倉長哲司（能勢建築構造研究所）
大きな企画を同世代の仲間と共に進めてい
く作業は、大変有意義な時間でした。最後ま
で粘り強く取り組んだ結果、良い企画となり
達成感と感謝の気持ちでいっぱいです。

〇佐久間　譲（bananaLab）
重力と加速度をデザインする集団の折なる
イベントで物理法則不要の世界をメインに
据えたのは斬新で多くの発見があった。この
チームじゃないと生まれない果実で今なお
哀感が止まない。大好きだよ。

〇軸丸久司（日建設計）
企画を創り上げていく過程に、いろいろなドラマ
がありましたが、よきメンバーとともに会社を越
えて語り合えたことは貴重な経験となりました。
このWGに参加できたことに感謝申し上げます。

〇田中政寛（山田建築構造事務所）
紆余曲折ありましたが、同世代のメンバーと
ともに困難を乗り越え、この企画を無事に成
し遂げることができ、感慨もひとしおです。素
敵な仲間と出来て楽しかったです。ありがと
うございました。

〇中村吉秀（大林組）
最終的な企画に至るまでは一筋縄では行
かず、産みの苦しみが本当に苦しかった時も
ありましたが、最高のチームワークによって
乗り越えたのは今となっては本当に良い思
い出となっています。

〇野村周平（日本建築総合試験所）
まさしく「雨降って地固まる」そんな言葉通り
のイベント企画運営でした。トラブルも難な
く乗り越える知力のある皆さんとの活動は有
意義で、大変楽しかったです。

〇房安智也（昭和設計）
いろいろトラブルがありましたが、最終的に
は良いイベントが作り上げられたのではない
かと実感しています。このような企画に参画
できたことを、光栄に思います。

〇藤井章男（ニュージェック）
控えめに言って「最高」なチーム、企画だっ
たと思います。業務では取り組んだことが無
い柔らかなテーマに対して、皆で知恵を絞
り、熱量高く丁寧に、伝えたい想いをカタチ
に出来たと思います。

〇松﨑　聡（北條建築構造研究所）
終わってしまえばあっという間でしたが、無
事に完遂することができてよかったです。慣
れない懇親会イベントも皆さんに楽しんで
頂けたようで感謝しきりです。有難うござい
ました。

＜WGメンバー全員より＞
本企画にあたって、講演を快諾いただいた
講師の方々、サポートしていただいたJSCA
関西支部の事務局の方々や35周年WGの
方々に感謝申し上げます。また、WGの知恵
袋として活躍いただいた竹中工務店井ノ口
氏に厚く御礼申し上げます。
今後もJSCA関西支部発展のため、そして新
時代のために尽力できればと存じます。

写真11　集合写真

写真10　大住支部長の閉会の挨拶

写真9　番匠氏のコメント

写真8　ゲームの様子②

写真7　ゲームの様子①
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うめきた2期「グラングリーン大阪」
-南街区賃貸棟-西棟
現場見学会参加報告

㈱大林組
大阪構造設計部

中村　　篤

■はじめに
　約91,150㎡の地区面積の中に都市公
園約45,000㎡を中心に、北街区約15,000
㎡、南街区約30,000㎡の３つのゾーンに
分かれた一大プロジェクトです。
 このうち南街区賃貸棟について、西棟
の28階部分の鉄骨建方中である２月初
頭に現場見学会を開催いただきました。
　ほぼ同時期にプロジェクトは「グラン
グリーン大阪」と命名されました。

■建物概要
工事名称：うめきた２期地区開発
　　　　　プロジェクト
　　　　　「グラングリーン大阪」
　　　　　南街区賃貸棟
工事場所：大阪駅北大深西地区
　　　　　土地区画整理事業区域内
階　　数：西棟　地上39階・地下3階
　　　　　東棟　地上28階・地下3階
敷地面積：約25,260㎡
延床面積：約314,250㎡
構　　造：地上　S造（柱：主にCFT）
　　　　　地下　SRC造、RC造、S造
　　　　　基礎　場所打コンクリート杭
建物用途：東棟　B3階～4階　商業施設
　　　　　　　　5階～17階　オフィス
　　　　　　      5階～27階　ホテル
　　　　　西棟　B3階～3階　商業施設
　　　　　　　　4階　MICE施設
　　　　　　　   6階～27階　オフィス
　　　　　　      28階～38階　ホテル
建 築 主：三菱地所株式会社ほか
設　　計：三菱地所設計・日建設計
　　　　　大林組・竹中工務店
監　　理：三菱地所設計・日建設計
施　　工：うめきた２期共同企業体
　　　　　（竹中工務店・大林組）
工　　程：2020年12月
　　　　　　民間宅地着工
　　　　　2025年春頃
　　　　　　賃貸棟全面開業
　　　　　2027年度
　　　　　　全体まちびらき

■構造概要
　南街区賃貸棟は、１階床で東棟と西棟
が一体化されています。
　東棟は、平面形45m角の18階建ての
オフィスと平面形約29m角の28階建て
のホテルが商業施設４階で一体化されて
います。
　西棟は、平面形約51m角の39階建
て、29階建ての２棟が斜めに少し振っ
た形で近接しており、中間トラスがある
28階で一体化されています。
　中間トラスによりスパンの異なるオ
フィス階とホテル階の合理的な切り替
え、高層部分の剛性を合理的に確保して
います。
　高い耐震性能確保のためコアフレーム
内に履歴系（座屈拘束ブレース等）およ
び粘性系（オイルダンパー、減衰こま、
粘性制震壁等）の制振装置をバランスよ
く配置しています。
　履歴系制震装置により建物剛性を高
め、柱梁フレームの損傷を低減するとと
もに、粘性系制震装置により建物の減衰
性能を高めることで、大地震に対する抵
抗に加えて、強風、中小地震動、長周期
地震動に対する応答の低減と振動の収束
を早める構造形式としています。
　東棟ホテルは、搭状比が大きいため塔
屋に制振装置（AMD）を付けています。
　基礎形式は杭基礎を採用し、高層部で
軸力の大きい杭については、GL-約47m
以深の洪積砂礫層（第二天満層）を支持
層とする場所打コンクリート拡底杭、低
層部で比較的軸力の小さい杭は、GL-約
27～35mの洪積砂礫層（第一天満層）
を支持層とする場所打コンクリート拡底
杭としています。

■見学会報告
　構造設計者による構造設計概要の説
明、工事施工者による工事概要の説明
を受けました。
　西棟の現場に移り、まず、仮設EVで
15階へ上がり、敷地全体の計画を見下
ろしながら説明いただきました。高層
階の座屈拘束ブレースを見た後、4階に
降りてオイルダンパーと制震構造の施
工状況を確認しました。その後、地下
３階に降りて逆打ち工法の施工状況を
確認しました。
　見学会後の質疑応答では、BH梁水平
ハンチ、柱軸力差の施工、制震デバイ
ス選定、CFT柱構心柱、多棟逆位相の１
階スラブのせん断力移行等、活発的な意
見交換があり、有意義な時間が過ごせま
した。

■おわりに
　お忙しい中、ご説明いただきました構
造設計者様、施工担当者様、とりまとめ
いただいたJSCA関西事務局様、同事業
所のものではありますが、改めて有意義
な現場見学会を開催いただき、お礼申し
上げます。

敷地全体

南街区賃貸棟全景
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■JSCA関西支部2022年度事業報告書
      （2022年4月～2023年3月）

1.2022年度支部総会　　　0602  中之島会館（ウェビナーとのハイブリッド開催）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 210名(委任状171名含む)  

2.支部幹事会　　　　　　　 0511, 1125

3.運営会議　　　　　　　 　 0401, 0426, 0520, 0623, 0729, 0826, 0922, 1021,        

　　　　　　　　　　　　　　　　1125, 1223, 0113, 0130, 0228, 0327

4.事業委員会                0420, 0517, 0620, 0711, 0728, 0822, 0912, 1003, 　

　　　　　　　　　　　　　　　　1114, 1205, 0116, 0213, 0313

5.技術委員会               0425, 0523, 0627, 0829, 1024, 1226, 0227

6.広報委員会               0420, 0614, 0921, 1221, 0315

7.耐震診断・補強判定委員会関西部会　　0616, 0915, 1020, 1215, 0119

8.木造住宅レビュー委員会　  0419, 0516, 0613, 0711, 0823, 0912, 1018, 　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1122, 1219, 0119, 0220, 0316

9.構造レビュー委員会　　　　　開催なし

10.大震研委員会　　　　　　　　休会（2022年度をもって閉会）

11.研究会

　　・定例研究会 0602　JSCA関西構造デザイン発表会2022

　　　　　　　　　　　　　　 中之島会館（ウェビナーとのハイブリッド開催） 

　　　　　　　　　　　　　　 参加者282名

　　・新年研究会 0120 JSCA関西支部新年研究会　

                               第一部：2022年度JSCA賞受賞者講演

                               第二部：パネルディスカッション「ここでしか語れない           

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 JSCA賞苦労話」

                                建設交流館にて対面のみの開催　　　　 参加者 101名

12.現場見学会　　　     0916　（仮称）堂島2丁目計画                参加者  27名

                                0203　うめきた2期-南街区賃貸棟-西棟 参加者  29名

13.研修会　                1122  JSCA関西支部2022年度研修会「SDGs未来都   

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市 真庭で「木(モク)」のトレンドを探る - 蒜山高 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 原～真庭市 -」        参加者  47名

14.支部報                  Structure Kansai No.153,154,155,156 発行

15.関西支部創立40周年記念事業  

                                0217 「新時代だ！明るい未来社会を楽しみながら切り 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拓こう！！」

　　　　　　　　　　　　　　　・大阪・関西万博の最新動向について、

　　　　　　　　　　　　　　　　講演者：大嵩 豪朗氏

　　　　　　　　　　　　　　　・メタバースは建築に何をもたらすのか、

　　　　　　　　　　　　　　　　講演者：番匠 カンナ氏

　　　　　　　　　　　　　　　・人と技術をつなげる新時代データプラットフォーム、　

　　　　　　　　　　　　　　　　講演者：小西 貴裕氏

　　　　　　　　　　　　　　　中之島会館（ウェビナーとのハイブリッド開催） 

　　　　　　　　　　　　　　　参加者245名

16.技術委員会各分科会

　・地盤系分科会           1020 0125

　・ＲＣ分科会　　　          0518 0824 1116 0215

　・金属系分科会　　　     0428 0930 1201 0125

　・情報システム分科会　 0915 1006 1124 1215 0323

　・構造計画分科会　　　  0519 1216 0309

　・耐震設計分科会　　　  0617 1207 0125

　・ＰＣ・工業化分科会　　 0630 1115

　・木構造分科会　　　     0526 0726 0915 1117 0119 0216 0316

　・法制分科会　　　        0421 0707 1117 0207

　※下線付きは拡大分科会を示す。

17.サテライト活動

　・奈良会  　　　　　　　　　開催なし　

　・京滋会　　　　　　　　　　1109 講演「構造デザインとエンジニアリング」、

　　　　　　　　　　　　　　　　 講師：京都工芸繊維大学 満田衞資教授

                                    参加者 31名

　 ※兵庫会は「21.他団体へ委員･講師派遣」で記載 

18.講習会

　・JSCA建築構造士定期講習会　　　　　　　本部主催でオンライン開催　　　　

　・木造軸組構法の新しい耐震設計法がマスターできる実務講習会

 　　　　　　　　　    　　　　　　　 0406(19名)  0601(21名)　1005(16名)             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0201(28名)　参加者 計84名

　・スキルアップセミナー 　　　 本部主催でオンライン開催

　・若手技術者育成講座 　　　  0302 場所：大阪科学技術センター　

　　　　　　　　　                                    参加者 20名

19.親睦会                                           0120 賀詞交歓会　

                                                        場所：建設交流館　　    参加者 86名

　　　　　　　　　　　　                              0217 関西支部創立40周年記念事業          

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  懇親会　　　　　　　       参加者 72名

20.研究受託　　　　　　　　　　　　　　　　　　受託なし

21.他団体への委員・講師の派遣　　　

委員派遣

　・大阪市「大阪市耐震改修支援機構」         石田健吾，大住和正，小倉正恒

　・京都市「京町家耐震診断レビュー委員会」 　　　　     樫原健一，田村佳英

　・神戸市「建築物安全安心推進協議会」 　　　　　　　　　　　　〇石本泰宏

　・日本建築総合試験所「建築構造性能評価委員会」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 近藤一雄，田代靖彦，山浦晋弘 

　・日本建築総合試験所「既存建築物耐震診断等判定委員会」　　　嶋﨑敦志

　・日本建築総合試験所「判定助言委員会」 

　　　　　　　    大住和正，嘉村武浩，近藤一雄，島野幸弘，宮崎英也，吉田聡

　・日本建築総合試験所「基礎技術性能認証委員会」 　　　　　　後藤雅夫

　・日本建築総合試験所「コンクリート工事実務研修委員会」　　　　　 上森　 博

　・大阪府建築士会「専攻建築士審査評議会」 　　　　　　　　　　　　　 大住和正

　・大阪府建築士会「CPDプログラム認定評議委員会」 　　　　　　 横田友行

　・京都府建築士会「専攻建築士審査評議会」 　　　　　　　　　　　　　 中森康正

　・兵庫県建築士会「専攻建築士審査評議会」 　　　　　　　　　　　　〇山田正人

　・大阪工業大学「専門委員会」 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  横田友行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇印は兵庫会から選任

講師派遣

　・大阪建築物震災対策推進協議会「被災建築物の応急危険度判定講習会」 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 福本義之

　・大阪府建築士会「既存木造住宅の耐震診断・改修講習会(限界耐力計算)」 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                北山宏貴, 山浦晋弘

　・大阪府建築士会「既存木造住宅の耐震診断・改修講習会(一般診断法)」 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  石田健吾,横田友行

22.関連団体との交流

　・在阪建築関連15団体事務局会議  0929 （Web会議）

　・在阪建築関連15団体会長・支部長午餐会     1110 

                                                             場所：綿業会館　本館7階大会場

　・在阪建築関連15団体新年交礼会 　　　　　　　 0104 

                                                   場所：シェラトン都ホテル大阪　浪速の間

■JSCA関西支部2023年度事業計画書
      （2023年4月～2024年3月）

１.2023年度支部総会       0512 中之島会館（ウェビナーとのハイブリッド開催）

２.支部幹事会                 0418, 秋頃

３.運営会議     0418 以降1回/月

４.事業委員会                 0410 以降1回/月

５.技術委員会                 0417 0626 0828 1030 1225 0226

６.広報委員会                 0621 0920 1220 0321

７.耐震診断・補強判定委員会関西部会　　　0516 0718 0919 1121 0117 0319

８.木造住宅レビュー委員会                       随時

９.構造レビュー委員会　　                          随時 　　　　　　　

10.研究会　　　        0512 定例研究会 JSCA関西構造デザイン発表会2023  

                                    会場とウェビナーによるハイブリッド開催

                             1月 新年研究会

11.現場見学会　 　   2回/年 程度　

12.研修会　　　　      1110-1111　名古屋・岐阜方面で検討中

13.支部報　　　　　　  Structure Kansai No.157, 158, 159, 160発行

14.技術委員会各分科会

　・地盤系分科会　　　　　0413 以降4回/年 程度

　・ＲＣ分科会　　　 　　　  0517 以降3回/年 程度

　・金属系分科会　　　　　 4回/年 程度

　・情報システム分科会   4回/年 程度
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　・構造計画分科会　　　　4回/年 程度

　・耐震設計分科会　      4回/年 程度

　・ＰＣ・工業化分科会     0424 以降2回/年 程度

　・木構造分科会            5回/年 程度

　・法制分科会            　 4回/年 程度

　・拡大分科会 　  技術委員会として2回/年 程度

15.サテライト活動　　　　　　　

　・奈良会　　　　　　　      1回/年 程度

　・京滋会　　　　　　　      1回/年 程度

　　※兵庫会は「19.他団体へ委員･講師派遣」で記載

16.講習会

　・木造軸組構法の新しい耐震設計法がマスターできる実務講習会　　 　休止

　・若手技術者育成講座　　　1回/年

17.親睦会

　・定例研究会懇親会          0512 

　・研修会懇親会 　　　  1110

　・賀詞交歓会 　　　  1月

18.研究受託

　・大阪建築物震災対策推進協議会　限界耐力計算レビュー委託業務　 随時

19.他団体への委員・講師の派遣　　　

委員派遣

　・大阪市「大阪市耐震改修支援機構」         

                                               石田健吾，小倉正恒，島野幸弘，山浦晋弘

　・京都市「京町家耐震診断レビュー委員会」               樫原健一，田村佳英

　・神戸市「建築物安全安心推進協議会」                           〇石本泰宏

　・日本建築総合試験所「建築構造性能評価委員会」 

                                                              近藤一雄，田代靖彦，山浦晋弘

　・日本建築総合試験所「既存建築物耐震診断等判定委員会」       嶋崎敦志

　・日本建築総合試験所「判定助言委員会」 

                　                嘉村武浩，島野幸弘，宮崎英也，安野　郷，吉田　聡

　・日本建築総合試験所「基礎技術性能認証委員会」              後藤雅夫

　・日本建築総合試験所「コンクリート工事実務研修委員会」           上森　 博

　・大阪府建築士会「専攻建築士審査評議会」                              島野幸弘

　・大阪府建築士会「CPDプログラム認定評議委員会」              横田友行

　・京都府建築士会「専攻建築士審査評議会」                              中森康正

　・兵庫県建築士会「専攻建築士審査評議会」                           〇山田正人

　・大阪工業大学「専門委員会」                                              横田友行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇印は兵庫会から選任

講師派遣

　・大阪建築物震災対策推進協議会「被災建築物の応急危険度判定講習会」 

                                                                                             福本義之

　・大阪府建築士会「既存木造住宅の耐震診断・改修講習会(限界耐力計算)」 

                                               　　　　　　　　　　　　　　小倉正恒, 山浦晋弘 

　・大阪府建築士会「既存木造住宅の耐震診断・改修講習会(一般診断法)」 

                                                                    　　　　 石田健吾，横田友行

20.関連団体との交流

　・在阪建築関連15団体事務局会議　　　　　　　　　　　 9月,3月頃

　・在阪建築関連15団体会長・支部長午餐会　　　　　　秋頃

　・在阪建築関連15団体新年交礼会　　　　　　　　 　　　1月

■2023年度 関西支部 体制

支 部 長
副支部長

幹 事

監 査

支部顧問

本部担当理事
　
事 務 局

委 員 長
委 　 員

委 員 長
委 　 員

委 員 長
委 　 員

委 員 長
委 員

部 会 長
副部会長
委 員

委 員 長
委 　 員

部 会 長
委 員

Ｗ Ｇ 長
委 員

委 　 員

島 野 幸 弘
嘉 村 武 浩
宮 崎 英 也
秋 田 　 智
上 森 　 博
大 川 正 明
小 倉 賢 人
久 保 恒 治
古 島 正 博
阪 井 由 尚
鈴 木 直 幹
寺 田 　 均
橋 本 宗 明
福 本 義 之
桝 田 洋 子
松 浦 敏 彦
松 村 　 健
安 野 　 郷
吉 田 　 聡

小 倉 正 恒
嶋 﨑 敦 志

近 藤 一 雄
角 彰
谷 尾 俊 弘
辻 　 英 一
八 木 貞 樹

嘉 村 武 浩

佐 分 利 和 宏
秋 田 　 智
池 内 邦 江
伊 藤 　 敦
河 井 翔 太 郎
田 中 嘉 一
野 村 周 平
松 村 　 健
石 原 邦 子

上 森 　 博
岡 田 　 健
小 倉 賢 人
阪 井 由 尚
鈴 木 直 幹
野 村 建 太
弘 井 　 巌
藤 井 彰 人

吉 田 　 聡
橋 本 宗 明
古 島 正 博
九 嶋 壮 一 郎
平 石 浩 二
西 影 武 知
松 村 　 健
田 中 政 寛
野 村 建 太
石 田 健 吾

安 野 　 郷
伊 藤 栄 治
慶 　 祐 一
大 川 正 明
金 田 興 煕
河 井 翔 太 郎
阪 田 扶 佐 子
軸 丸 久 司
田 代 靖 彦
橋 本 宗 明
平 石 浩 二
柳 澤 信 行
山 田 能 功
吉 田 哲 也

小 倉 正 恒
石 田 健 吾
樫 原 健 一

北 山 宏 貴
甲 谷 千 里
四 宮 忠 明
鈴 木 直 幹
田 村 浩 史
田 村 佳 英
鳥 羽 瀬 公 二
山 浦 晋 弘
横 田 友 行

宮 崎 英 也
日 下 　 哲
阿 波 野 昌 幸
小 倉 正 恒
嶋 﨑 敦 志
田 代 靖 彦
前 野 敏 元
山 浦 晋 弘
横 田 友 行

前 野 敏 元
小 倉 正 恒
嶋 﨑 敦 志

白 沢 吉 衛
秋 田 　 智
新 井 康 輔
岩 井 昭 夫
大 堀 太 志
田 邊 太 一
福 本 義 之
山 中 昌 一

鈴 木 直 幹
嶋 﨑 敦 志
白 沢 吉 衛

嶋 﨑 敦 志

（竹中工務店）

（日建設計）

（山田建築構造事務所）

（安井建築設計事務所）

（日本設計）

（鹿島建設）

（清水建設）

（能勢建築構造研究所）

（大林組）

（大成建設）

（竹中工務店）

（昭和設計）

（北條建築構造研究所）

（大林組）

（桃李舎）

（ティーエムアーク）

（東畑建築事務所）

（鴻池組）

（日建設計）

（日本建築総合試験所）

（大林組）

（東畑建築事務所）

（日本建築総合試験所）

（イオリ建築設計事務所）

（安井建築設計事務所）

（八木建築構造研究所）

（日建設計）

（竹中工務店）

（安井建築設計事務所）

（竹中工務店）

（日建設計）

（鴻池組）

（大林組）

（日本建築総合試験所）

（東畑建築事務所）

（JSCA）

（日本設計）

（日建設計）

（清水建設）

（大成建設）

（竹中工務店）

（山田建築構造事務所）

（能勢建築構造研究所）

（大林組）

（日建設計）

（北條建築構造研究所）

（大林組）

（竹中工務店）

（イオリ建築設計事務所）

（大林組）

（東畑建築事務所）

（山田建築構造事務所）

（山田建築構造事務所）

（ヤマダホームズ）

（鴻池組）

（安井建築設計事務所）

（竹中工務店）

（鹿島建設）

（Ｋｓ構造設計事務所）

（鴻池組）

（山田建築構造事務所）

（日建設計）

（日建設計）

（北條建築構造研究所）

（イオリ建築設計事務所）

（竹中工務店）

（大林組）

（大林組）

（日本建築総合試験所）

（ヤマダホームズ）

（SERB）

（大林組）

（日本建築総合試験所）

（兵庫県住宅建築総合センター）

（竹中工務店）

（清水建設）

（悠計画研究所）

（鳥羽瀬社寺建築）

（安井建築設計事務所）

（能勢建築構造研究所）

（山田建築構造事務所）

（日本建築総合試験所）

（近畿大学）

（日本建築総合試験所）

（大林組）

（日建設計）

（竹中工務店）

（安井建築設計事務所）

（能勢建築構造研究所）

（竹中工務店）

（日本建築総合試験所）

（大林組）

（日建設計）

（安井建築設計事務所）

（能勢建築構造研究所）

（大成建設）

（竹中工務店）

（大手前大学）

（大林組）

（清水建設）

（竹中工務店）

（大林組）

（日建設計）

（大林組）

●事業委員会

●木造住宅レビュー委員会

●広報委員会

●技術委員会

●幹　事

●編集委員会関西部会

●国際委員会（本部）

●耐震診断委員会関西部会/構造レビュー委員会

●定期講習WG

●危機管理委員会

…ＲＣ

…ＰＣ・工業化

…金属系

…耐震設計

…地盤系

…情報システム

…構造計画

…法制

…木構造

：支部担当理事

局長

（事務局については、調整中）



－９－

2022年度決算報告書 　　　（自：2022年4月1日　至：2023年3月31日）
特  別  会  計

2023年度予算書 　　　（自:2023年4月1日　至:2024年3月31日）
特  別  会  計

（単位：円）

2022年度決算報告書 　　　（自：2022年4月1日　至：2023年3月31日）
一  般  会  計

2023年度予算書 　　　（自:2023年4月1日　至:2024年3月31日）
一  般  会  計

（単位：円）

（単位：円） （単位：円）
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１.支部総会　
　0512（13：00～14：30）計222名
           （対面47名、委任状 175名）
　場所：中之島会館（Zoomウェビナー併用）
２.支部幹事会
　0418（18：15～20：00 ）Zoom会議併用
　場所：柴田東急ビル４階JSCA関西事務局
３.運営会議　
　0418（17：00～18：00 ）Zoom会議併用
　場所：柴田東急ビル４階JSCA関西事務局
　0523（18：00～20：00 ）Zoom会議併用
　場所：柴田東急ビル４階JSCA関西事務局
４.事業委員会　　　
　0410（18：00～19：00）Zoom会議併用
　場所：柴田東急ビル４階JSCA関西事務局
　内容：2022年度事業報告および
　　　  2023年度事業計画について
　0508（18：00～18：40）Zoom会議併用
　場所：柴田東急ビル４階JSCA関西事務局
　内容：2023年度の事業委員会活動に
　　　  ついて
　0619予定（18：00～19：00）
　　　　Zoom会議併用
　場所：柴田東急ビル４階JSCA関西事務局
　内容：現場見学会、研修会企画について
５.技術委員会　
　0417（18:00～20:00）ZOOM会議併用
　場所：柴田東急ビル４階JSCA関西事務局
　内容：各分科会活動報告・デザイン発表会
　　　  について
　0626（予定18:00～20:00）
　　　　ZOOM会議併用
　場所：柴田東急ビル４階JSCA関西事務局
　内容：各分科会活動報告・本部技術委員
　　　  会の報告
６.広報委員会
　0621（18：00～19：00）ZOOM会議併用
　場所：鴻池組会議室
７.耐震診断・補強判定委員会関西部会
　開催なし
８.木造住宅レビュー委員会　
　0620（予定18：00～）
　場所：㈱SERB会議室
　内容：耐震設計レビューと実務講習会等
９.構造レビュー委員会
　開催なし

10.研究会・記念事業　
　0512 JSCA関西支部定例研究会「構造
　　　　デザイン発表会」　計301名
　　　　  （会場131名、WEB170名）
　場所：中之島会館（Zoomウェビナー併用）
11.現場見学会
　開催なし
12.研修会
　開催なし
13.支部報
　Structure Kansai No.157（2023.04）
　発行
14.技術委員会各分科会　　　
○地盤系分科会 
　0413（16：00～18：00）
　場所：大林組会議室＋Teams会議併用
　内容：杭の耐震診断実建物を例とした検
　　　  討事例報告
　　　  SDGsへの取組みについて情報共有
○ＲＣ分科会　
　0519（14：00～17：00）耐震設計分科
　　　　会と合同開催
　場所：七福鋼業株式会社　滋賀工場
　内容：ニューフェローデッキ工場見学
○金属系分科会
　0620(日程調整中) 
　場所：竹中工務店会議室+Zoom会議併用
　内容：鋼構造大空間プロジェクト紹介予定
○情報システム分科会
　0615予定（18:00～）
　場所：未定
　内容：未定
○構造計画分科会
　開催なし
○耐震設計分科会
　0519（14：00～17：00）
　場所：七福鋼業株式会社　滋賀工場
　内容：ニューフェローデッキ工場見学
○ＰＣ・工業化分科会
　0424（18：00～19：00）
　場所：大林組会議室＋Teams会議併用
　内容：設計事例紹介
○木構造分科会
　0420 （18：00～20：15）
　場所：SERB会議室
　内容：マニュアル第６部事例演習

　0518 (18：00～20：00)
　場所：SERB会議室
　内容：マニュアル第６部事例演習
　0622 （予定18：00～）
　場所：SERB会議室
　内容：マニュアル第６部事例演習
○法制分科会
　0413（18：00～19:00）
　場所：JSCA関西事務局 リモート併用開催
　内容：トルコ・シリア大地震、死者5万人超
　　　　（日経アーキテクチャ他）
　　　 ほかについて意見交換
15.サテライト活動
　・奈良会　開催なし
　・京滋会　開催なし
　・兵庫会　開催なし
16.講習会
　開催なし
17．親睦会　
　0512　支部総会懇親会　
　　　　  参加者　99名
　場所：フェスティバール＆ビアホール
18．関連団体との交流
　開催なし　 

　お忙しい中、執筆にご協力いただきまし
た皆様に厚く御礼申し上げます。
　コロナも５類扱いとなり、５月に開催さ
れた構造デザイン発表会も久しぶりの対
面開催で非常に多くの皆様に参加いただ
きました。その後の懇親会でも発表者を
交えて有意義な交流を深めることができ
たかと思います。大阪万博も間近に迫り、
JSCA関西支部の役割も大きくなってくる
こととなります。皆様の力で盛り上げてい
きましょう。        （慶祐一、金田興熙）

●編集後記

●事務局だより

発行　（一社）日本建築構造技術者協会　

　　　　関西支部事務局

　　　（下記に移転致しました）

〒550-0005　

大阪市西区西本町1-7-8　柴田東急ビル402

Tel  06-4394-8433   Fax  06-4394-7566

Mail   jscaweb@kansai.email.ne.jp

URL   http://jscakansai.com/


